
　

市
で
は
、
年
間
の
予
算
を
３
つ
の

会
計
に
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

　

通
常
出
し
入
れ
す
る
お
金
は
「
一

般
会
計
」
と
い
う
会
計
、
そ
し
て

「
特
別
会
計
」
と
い
う
会
計
に
は
「
特

定
の
事
業
に
使
う
お
金
」
が
出
入
り

し
ま
す
。
３
つ
目
は
、
法
律
に
よ
っ

て
自
治
体
で
も
収
益
が
認
め
ら
れ
て

い
る
水
道
事
業
や
市
民
病
院
事
業
の

「
企
業
会
計
」
で
す
。

　
「
特
別
会
計
」
の
中
は
、
次
の
７

つ
の
事
業
ご
と
に
区
切
り
が
あ
り
、

ほ
か
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・

介
護
保
険
・
奨
学
金
・
簡
易
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
公
共
下

水
道
事
業
を
い
い
ま
す
。

歳
入
と
は
・
・
・
収
入
の
こ
と
で
す
。

市
税
や
地
方
交
付
税
、
国
や
県
か
ら

の
交
付
金
な
ど
、
市
に
は
た
く
さ
ん

の
お
金
が
入
っ
て
き
ま
す
。
市
は
こ

れ
ら
を
貯
め
て
、
し
っ
か
り
と
管
理

し
て
い
ま
す
。

歳
出
と
は
・
・
・
支
出
の
こ
と
で
す
。

市
が
持
っ
て
い
る
お
金
を
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
、
何
の
た
め
に
使
え
ば

良
い
の
か
を
考
え
、
大
切
に
使
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
、
一
般
会
計
に
入
っ

て
き
た
お
金
（
歳
入
）
は
２
７
１
億

９
２
８
２
万
円
。
そ
こ
か
ら
使
っ
た

お
金
（
歳
出
）
は
２
６
１
億
８
０
４

３
万
円
（
Ｐ
４
参
照
）
で
し
た
。
差

し
引
き
は
、
10
億
１
２
３
９
万
円
と

な
り
、平
成
18
年
度
決
算
は
「
黒
字
」

と
な
り
ま
す
。
翌
年
度
（
平
成
19
年

度
）
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
２
億
５

９
３
７
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
７
億
５
３
０
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
が
自
分
で
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
収
入
が
自
主
財
源
で
す
。
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
や
借
入
金

な
ど
が
依
存
財
源
で
す
。

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 
市
税
・
・
・
51
億
９
２
６
０
万
円

（
19
・
１
％
）

　

 　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、市
た
ば
こ
税
な
ど
で
す
。

② 

繰
入
金
・
・
・
12
億
８
９
３
４
万

円
（
４
・
８
％
）

　

 　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
や
特
定

の
事
業
に
充
て
る
た
め
に
預
金

（
基
金
）
を
解
約
し
た
お
金
で
す
。

　

 　

財
政
調
整
基
金
、
支
所
建
設
基

金
が
主
な
も
の
で
す
。

③ 

諸
収
入
・
・
・
３
億
８
６
０
９
万

円
（
１
・
４
％
）

　

 　

年
度
当
初
、
商
工
業
者
を
支
援

す
る
た
め
金
融
機
関
に
預
託
し
た

も
の
で
、
年
度
末
に
戻
さ
れ
た
お

金
、
中
小
企
業
市
町
村
振
興
宝
く

じ
収
益
金
配
分
金
、
中
小
企
業
融

資
貸
付
金
元
利
収
入
が
主
な
も
の

で
す
。

④ 

そ
の
他
（
負
担
金
な
ど
）・
・
・

13
億
７
１
３
万
円
（
４
・
８
％
）

　

 　

保
育
園
の
保
護
者
負
担
金
や
公

共
施
設
の
利
用
料
金
収
入
、
基
金

積
立
金
の
利
子
、
寄
付
金
や
前
年

度
繰
越
金
な
ど
で
す
。

　

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

地
方
交
付
税
・
・
・
97
億
７
９
０

５
万
円
（
36
・
０
％
）

　

 　

地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
水
準

の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
で
、
使
途
が
特
定

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

② 

市
債
（
借
入
金
）・
・
・
31
億
６

５
９
０
万
円
（
11
・
６
％
）

　

 　

道
路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
や

農
業
基
盤
整
備
な
ど
の
事
業
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

③ 

国
・
県
支
出
金
・
・
・
43
億
６
９

５
万
円
（
15
・
８
％
）

　

 　

特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
て
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で

す
。

④ 

そ
の
他
（
地
方
消
費
税
交
付
金
な

ど
）・・・
17
億
６
５
７
６
万
円（
６
・

５
％
）

　

国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
一
定

の
基
準
に
よ
っ
て
譲
与
さ
れ
る
地
方

譲
与
税
や
県
が
徴
収
し
た
税
の
一
部

を
交
付
さ
れ
る
地
方
消
費
税
交
付

金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

市
に
も
預
金
と
借
り
た
お
金
が
あ

り
ま
す
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

総
額
で
、
市
の
預
金
（
基
金
）
は
27

億
７
２
０
７
万
円
、市
の
借
入
金（
市

債
）
は
４
８
７
億
５
５
７
０
万
円
で

し
た
。

用
語
の
説
明

● 

基
金　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
も
の
や
施
設

建
設
な
ど
の
目
的
で
積
み
立
て
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

● 

市
債　

市
が
道
路
や
施
設
の
整
備

な
ど
を
行
う
場
合
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
市
債
は
応
急
的
な

財
源
の
確
保
で
あ
る
ほ
か
、
将
来

の
市
民
皆
さ
ん
に
も
費
用
負
担
し

て
も
ら
う
と
い
う
世
代
間
の
公
平

性
を
図
る
と
い
う
機
能
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
す
。

決
算

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い
道
や
、
市
の
財
政
が
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
回
「
財
政

事
情
の
公
表
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
18
年
度
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
宇
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
）

平成18年度の
市 の 決 算 を
公 開 し ま す

市
の
お
金
は

３
つ
の
会
計
に
振
り
分
け

歳
入
は

２
７
１
億
９
２
８
２
万
円

歳
入
に
は
自
主
財
源
と

依
存
財
源
が
あ
り
ま
す

自
主
財
源
は
30
・
１
％
の

81
億
７
５
１
６
万
円

依
存
財
源
は
69
・
９
％
の

１
９
０
億
１
７
６
６
万
円

歳入

地方交付税
97億 7906万円
（36.0％）

市税
51億 9260万円
（19.1％）

国庫支出金
24億 4930万円
（9.0％）

県支出金
18億 5764万円
（6.8％）

繰入金
12億 8934万円
（4.7％）

地方譲与税
8億 2364万円
（3.0％）

地方消費税交付金
5億 9958万円
（2.2％）

繰越金
5億 2703万円
（1.9％）

諸収入
3億 8609万円
（1.4％）

分担金及び負担金
3億 8296万円（1.4％）

使用料及び手数料
3億 7213万円（1.4％）

その他
3億 6754万円
（1.4％）

市債
31億 6590万円
（11.6％）

一般会計歳入決算額
271億 9,282 万円

皆さんが納めた市税の内訳

市民税
19 億 2,518 万円
市民１人当り　30,088 円

固定資産税
27 億 7,137 万円
市民１人当り　43,312 円

軽自動車税
1億 2,413 万円
市民１人当り　1,940 円

市たばこ税
3億 7187 万円
市民１人当り　5,812 円

預
金
は
27
億
７
２
０
７
万
円

借
入
金
は

４
８
７
億
５
５
７
０
万
円

預金残高（基金年度末残高）
財政調整基金 1,427,954 千円
その他 1,344,116 千円
計 2,772,070 千円
市民１人当たり 43,323 円
市債残高（借入金年度末残高）
市債 48,755,705 千円
市民１人当たり 761,975 円
１人当たりは平成 19年 3月 31日現在の 63,986 人で計算

特
集 平成18年度「決算」
宇城市の財政報告

「
一
般
会
計
」
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